
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

学校便り 

 

令和３年  ５月 ６日 

新宿区立東戸山小学校 

校 長   

No.２  

「ヒガトにタブレットがやってきた」 
副校長   

 学校のパソコン室に 40 台しかパソコンがなか

った時代から、一人１台端末の時代がやってきま

した。東戸山小学校でも、タブレット端末を一人１

台貸与します。 

2020 年、新型コロナウイルス感染症の拡大が

世界規模の問題となり、子供たちの学ぶ環境を失

わないために、ICT 機器を活用した「オンライン授

業」が世界中で取り入れられてきました。今回の一

人１台タブレット端末の配備について、「感染症対

策や災害時においても、ICT 機器（タブレット端末

等）の活用により、全ての子供たちの学びを保障で

きる環境を早急に実現する」ことばかりがクロー

ズアップされていますが、一人一人の習熟度に応

じた学習、子供自身の課題意識に応じた探究的な

学習を実現させ、社会を生き抜く力を育み、子供た

ちの可能性を広げることを重要視しなければなり

ません。 

これからの時代に生きる子供たちにとって、ICT

機器（タブレット端末等）は鉛筆やノートと並ぶマ

ストアイテムになっていきます。ICT 機器（タブレ

ット端末等）を授業に取り入れることにより、何が

自分と同じで、何が自分とは違うのかなど、様々な

考えに触れ、自分の考えと他者との違いを知るこ

とで、自分自身の考えが変わったり、更によくなっ

たり深まったりすることができます。また、違う考

え同士の子ども達が話し合うことで、新しい考え

を創っていくということも可能になります。 

「教育は人なり」と言われます。様々な技術が進歩

しても、その進歩を生み出すことができる創造性

を有するのは人間です。人との関わりや経験が、人

を育むのです。新しい生活様式の中で、人との関わ

りを大切にしながら、今後も教育活動を行ってい

きます。 

【５月行事予定】 
 6 木 ・安全指導日 ・避難訓練  

 7 金  SC 

10 月 ・全校朝会  ・心臓検診〈１〉 SC 

11 火  SC 

12 水 ・尿検査２次回収    下校 13:10  

13 木   

14 金 ・尿検査２次回収予備日 SC 

17 月 
・全校朝会  

・ＰＴＡ会費集金日(1･3･5･若) 
SC 

18 火 ・ＰＴＡ会費集金日(2･4･6)（若 予備日） SC 

19 水 ・運動会全校練習①   委員会活動②  

20 木 
・内科検診〈1･2･6･若〉 

・たてわり班遊び① 

 

21 金 ・運動会係打合せ(5･6) SC 

24 月 ・全校朝会  SC 

25 火  SC 

26 水 ・耳鼻科検診（全）・運動会全校練習②  

27 木 
・内科検診(3･4･5) 

・全国学力学習状況調査（６） 

 

28 金 ・運動会前日準備(5･6) SC 

29 土 ・運動会（低･中･高 分散）（給食あり）  

30 日   

31 月 ・振替休業日  

6/1 火 ・運動会予備日     （給食あり） SC 

6/2 水 ・安全指導       委員会活動③  

6/3 木 ・読書期間始（～6/24）  

※ 予定されていた以下の行事は、緊急事態宣言発令に 

伴う感染拡大防止のため、延期といたします。 

・特別支援学級合同遠足(若草) (5/7) ⇒ 延期 

・音楽鑑賞教室(６年)(5/18) ⇒ 延期(学校開催予定) 

※ 緊急事態宣言の発令及び感染拡大の状況により、 

今後も行事等の変更（中止や日程の変更等）があ 

り得ることをご了承ください。 

 

「ＳＣによる５年生全員面接について」 

 毎年実施している「スクールカウンセラー（ＳＣ）に

よる全員面接」を今年度も実施します。これは、いじめ

防止等を目的にした東京都教育委員会の施策のひとつ

です。児童一人一人の声にＳＣが耳を傾け、ＳＣと教職

員が連携して対応していきます。 

《お知らせ》 

新型コロナウイルス感染症の影響などにより、お

子様のことで、不安などありましたら、担任または、

校長・副校長にご連絡ください。 

問い合わせ先：東戸山小学校  副校長  

電 話 番 号 ：０３（３２０５）９５０４ 

<給食費の引き落としについて> 

 ５月 10 日(月)に４月・５月、２か月分の給食費が引

き落とし（ゆうちょ銀行）になります。残高不足となら

ないように、９日(日)までに入金・確認してください。 

（教材費の引き落としは、７月 12 日(月)の予定です。） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

退職・転出された方々からのメッセージ 

「かけがえのない 3 年間」 

前副校長  

緑豊かな環境と広い校庭、元気よくえさを食べ

るヤギ 2 頭。新宿にいるとは思えない素晴らしい

環境の東戸山小学校。素直で明るい子どもたち

と、惜しみない愛情を注いでくださる保護者・地

域の皆様に支えられた３年間でした。70 周年関連

行事も地域協働学校とＰＴＡの皆様のご協力で大

成功だったことも忘れられません。ありがとうご

ざいました。 

 

<お願い> 

 来校の際は、保護者

証と上履きを必ずお

持ちください。 

 また、正門前いった

いは、駐輪禁止区域な

ので、自転車での来校

は、ご遠慮ください。 

 

「感謝」 

主任教諭  

東戸山小では、３年間お世話になりました。ヒガ

トの子どもたちは元気で明るく、一緒にたくさんの

思い出をつくることができました。毎日がとても楽

しかったです。保護者の皆様、地域の皆様には、い

つも温かく見守っていただき、様々な面で支えてい

ただきました。感謝の気持ちでいっぱいです。本当

にありがとうございました。 

 
「おいしい、楽しい、ひがとの給食」 

前栄養教諭  

 セレクト給食、手作りパン、○○先生献立、６年

生献立…などなど、ひがとにしかない、ひがとだか

らできる素敵な給食が盛りだくさん。給食には、み

んなを笑顔にする、幸せにする不思議な魔法がかか

っています。よく食べて、よく運動して、元気いっ

ぱいのひがとのみなさんでいてくださいね。 

６年間お世話になり、ありがとうございました。 

「楽しい４年間でした！」 
教諭  

 明るく元気な東戸山の子どもたちが大好きでし
た！日本語指導、ピンチヒッター担任、算数少人数
といろいろやらせていただき、楽しかったです。外
国籍児童の多い本校ですが、私の父は中国で１０代
の多くを過ごし、終戦の折は多くの中国の方に助け
られて無事帰国できたと、とても感謝しておりまし
た。その恩返しの機会をいただいたのかなと思って
おります。ありがとうございました。 

「ありがとうございました！」 

教諭  
東戸山小学校では、３年間お世話になりまし

た。あっという間に過ぎていった毎日でしたが、
たくさんの出会いと喜びをもたらしてくれた３年
間でした。ヒガトの子どもたちは、本当に素直で
一生懸命で笑顔が素敵で、たくさんの元気を子ど
もたちからもらっていました。今は少し離れてし
まいましたが、これからもヒガトの皆さんのこと
を応援しています。３年間本当にありがとうござ
いました。 

「まなびの教室をよろしく」 

      元特別支援教室専門員  

 ５年間、まなびの教室専門員として勤務させてい

ただきました。子どもたちの成長や落ち着きの獲得

には感動いたしました。これからもじょうずにまな

びの教室を使っていろいろな力を伸ばしていって

ください。保護者の皆様のご協力に感謝いたしま

す。５年間ありがとうございました。 

「成長を感じる日々」 

元学習指導支援員  

 初めて東戸山小学校に来たとき、新宿とは思えな

い自然の多さにとても驚きました。そんな素晴らし

い環境の中で伸び伸びと育つこどもたちを見て、

「私も頑張ろう。」という気持ちに何度もなりまし

た。元気で素直で笑顔いっぱいの子どもたちのこれ

からの活躍を期待しています。ありがとうございま

した。 

 

「環境の良さを生かして」 
元非常勤教員  

１年間、若草学級で勤務させていただきました。
休校が続き６月まで子ども達と会えないのは残念
でした。子どもたちが登校を始め、校庭で遊ぶ姿を
見ていると、どの学年も伸び伸びしているなと感じ
ました。「自然」「人」の環境の良さをあらためて思
いました。これからも若草の子どもたちと仲良くし
ていってほしいと思います。短い期間ですがお世話
になりました。 

 「言霊 〔ことだま〕、言葉が心をつくる」  生活指導主任  
 言葉には力があります。人間性をも形づくる“魂”のようなものが言葉にはあり
ます。その言葉を話すことによって、生活の仕方や生き方までもが左右されること
もあります。「楽しい」とか「ありがとう」とか、そうした言葉をより多く使って
いると、自ずと人との関係がよくなっていくものです。 
 人というのは相手の出方に左右されがちです。相手がどのような言葉を使って
も、自分は、相手や自らを元気にさせる言葉を使っていれば、いつしか明るく元気
な言葉を相手から聞くことができるはずです。 
 「やさしい言葉で友達づくり 正しい言葉で自分づくり」、まずは「言葉」から
始めたいですね。 


